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　コロナが落ち着いたとはいえ、まだ不安な生活が町民の

皆さまにはある中で、美瑛町としても多くの課題を抱えて

います。

　今回、副議長に当選させていただき、議長の補佐をしっ

かり務め、議員皆さま方のお知恵をお借りして、町民の安

心・安全な暮らしをつくっていきたいと思いますので、ど

うぞ今後ともよろしくお願いいたします。ありがとうござ

いました。

　議員各位のご賛同、ご承認をいただき議長に就任させて

いただきました。ありがとうございます。

　議長職の職責を鑑みるとき、その重責に身の引き締まる

思いであります。中立・公平に議事を主導し、運営を心掛

け、加えて、議会は町長と対等の関係にあることから行政

をチェックする大切な役割を置いていることを十分に認識

し、職責を果たしたいと考えています。

　議員各位のご協力、ご理解を賜りますよう重ねてお願い

申し上げまして、就任の挨拶といたします。

 よろしくお願いいたします。

令和５年６月１日

288№
広報びえい合併号

　

改
選
後
初
め
て
と
な
る
令
和
５

年
第
２
回
臨
時
会
が
５
月
10
日
に

開
催
さ
れ
、
投
票
に
よ
り
議
長
に

野
村
祐
司
議
員
、
副
議
長
に
高
田

紀
子
議
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
常
任
委
員
会
委
員
な

ど
の
議
会
構
成
を
決
定
し
、
こ
れ

か
ら
４
年
間
の
議
会
活
動
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
町
長
か
ら
提
出
さ
れ

た
専
決
処
分
３
案
件
、
監
査
委
員

の
選
任
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ

れ
、
全
て
の
議
案
が
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議　
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司

副
議
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任
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第
２
回
臨
時
会

　

新
し
い
議
会
構
成

中立・公平に議事を主導し職責を果たしたい　　議長　野村　祐司

町民の安心・安全な暮らしを    副議長　高田　紀子
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▼
総
務
文
教
常
任
委
員
会

委 
員 

長　

八　

木　

幹　

男

副
委
員
長　

保　

田　
　
　

仁

委　
　

員　

京　

屋　

愛　

子

委　
　

員　

青　

田　
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史
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員　
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石　
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委　
　

員　

杉　
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委　
　

員　

高　
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子

▼
産
業
経
済
常
任
委
員
会

委 

員 

長　

山　

本　

賢　

一

副
委
員
長　

桑　

谷　
　
　

覺

委　
　

員　

武　

田　

信　

玄

委　
　

員　

興　

梠　

勝　

也

委　
　

員　

坂　

田　

昌　

則

委　
　

員　

谷　

本　

憲　

一

▼
議
会
運
営
委
員
会

委 

員 

長　

杉　

山　

勝　

雄

副
委
員
長　

保　

田　
　
　

仁

委　
　

員　

桑　

谷　
　
　

覺

委　
　

員　

八　

木　

幹　

男

委　
　

員　

山　

本　

賢　

一

●
議
案
第
１
号　

令
和
４
年
度
美

瑛
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
12
号
）

要
旨　

令
和
４
年
度
美
瑛
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
12
号
）
を
地

方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き
専
決

処
分
し
た
の
で
、
議
会
の
承
認
を

求
め
る
も
の
で
す
。

　

国
の
各
種
交
付
金
確
定
に
よ
る

増
減
、
特
別
交
付
税
等
の
交
付
金

確
定
に
伴
う
基
金
へ
の
積
立
て
、

電
子
地
域
通
貨
運
営
事
業
チ
ャ
ー

ジ
金
額
の
確
定
に
伴
う
追
加
及
び

歳
出
各
事
業
費
の
確
定
に
伴
う
地

方
債
の
減
額
、
財
源
調
整
な
ど
で

す
。

専
決
処
分
年
月
日

　

令
和
５
年
３
月
31
日

質　
　

疑

●
議
案
第
１
号

青
田
議
員　
　
　
　
　
　
　
　

　

美
瑛
高
等
学
校
教
育
環
境
振
興

補
助
事
業
及
び
福
祉
ハ
イ
ヤ
ー
借

びえいの議会　№ 288

▼
議
会
報
特
別
委
員
会

委 

員 

長　

青　

田　

知　

史

副
委
員
長　

白　

石　

久　

代

委　
　

員　

坂　

田　

昌　

則

委　
　

員　

谷　

本　

憲　

一

▼
大
雪
消
防
組
合
・
大
雪
清
掃
組

合
・
大
雪
葬
斎
組
合
及
び
大
雪
地

区
広
域
連
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　

野　

村　

祐　

司

　
　
　
　
　

高　

田　

紀　

子

　
　
　
　
　

八　

木　

幹　

男

新
村
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

①
総
体
的
に
生
徒
数
が
減
少
し
て

お
り
、
学
区
内
の
通
学
環
境
の
変

化
等
も
あ
り
、
当
初
見
込
ん
で
い

た
生
徒
数
よ
り
減
少
し
た
も
の
で

す
。

②
学
校
の
支
援
に
対
す
る
評
価
と

し
て
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
か
な
り

高
木
保
健
福
祉
課
長

①
使
用
率
は
70
％
ほ
ど
で
、
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
減
っ
た
も
の

で
は
な
い
と
考
え
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
の
平
均
で
は
同
程
度
か
と
思

い
ま
す
。

②
チ
ケ
ッ
ト
の
内
容
に
つ
い
て
は

今
後
分
析
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
が
、
地
方
部
に
お
い
て
ス
ク
ー

ル
バ
ス
路
線
の
住
宅
等
、
様
々
な

要
素
を
含
め
、
適
正
枚
数
及
び
全

体
額
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

上
事
業
に
つ
い
て　
　
　

①
美
瑛
高
等
学
校
教
育
環
境
振
興

補
助
事
業
額
１
１
４
０
万
円
に
対

し
て
３
７
２
万
８
０
０
０
円
の
減

額
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
減

額
理
由
に
つ
い
て
。　
　

 

ま
た
、
福
祉
ハ
イ
ヤ
ー
借
上
事
業

に
つ
い
て
、
３
２
５
万
６
０
０
０

円
減
額
に
な
っ
て
お
り
、
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
ど
の
程
度
利
用
が
な
か
っ
た

の
か
把
握
し
て
い
ま
す
か
。

②
美
瑛
高
校
の
補
助
で
新
た
に
大

学
進
学
に
対
す
る
補
助
も
あ
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
単
に
補
助
す
る

だ
け
で
は
な
く
、
補
助
が
生
徒
の

や
る
気
に
結
び
つ
い
て
い
る
の

か
、
担
当
課
と
し
て
ど
う
受
け
止

め
て
い
ま
す
か
。

　

ま
た
、
福
祉
ハ
イ
ヤ
ー
の
利
用

率
に
つ
い
て
、
市
街
地
と
市
街
地

以
外
の
区
分
で
差
異
は
あ
り
ま
す

か
。

力
を
入
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
力

を
入
れ
て
い
く
方
針
で
す
。
ま
た
、

小
規
模
高
校
と
差
別
化
が
図
れ
な

い
状
況
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
違
っ

た
視
点
で
の
支
援
の
方
策
等
を
検

討
し
て
い
る
段
階
で
す
。

青
田
議
員　
　
　
　
　
　
　
　

　

法
人
事
業
税
交
付
金
及
び
商
工

使
用
料
に
つ
い
て　
　
　
　

①
前
年
度
と
比
較
し
て
今
回
上
振

れ
て
お
り
、
事
業
者
数
の
増
や
申

告
額
の
増
額
等
、
そ
の
中
身
に

よ
っ
て
町
内
経
済
の
景
気
回
復
や

動
向
を
感
じ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
認
識

で
い
ま
す
か
。　

　

ま
た
、
青
い
池
駐
車
場
の
利
用

　

専
決
処
分

議
案
の
審
議
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料
が
増
額
補
正
さ
れ
て
お
り
、
観

光
客
が
戻
っ
て
き
て
い
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
が
、
先
日
青
い
池
に

行
っ
た
際
に
、
凍
結
路
面
に
注
意

と
い
っ
た
掲
示
物
が
残
っ
て
い
た

り
、
方
向
誘
導
の
ポ
ス
タ
ー
が
剥

が
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
辺
り

の
認
識
に
つ
い
て
。

②
法
人
事
業
税
交
付
金
に
つ
い
て

は
基
準
に
則
り
、
そ
の
後
の
制
度

改
革
も
理
解
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
中
で
例
え
ば
農
業
法
人
が
増
え

て
、
個
人
か
ら
法
人
に
な
っ
た
こ

と
で
申
告
額
が
増
え
た
等
、
経
済

動
向
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
か

ら
そ
の
よ
う
な
感
覚
を
し
っ
か
り

把
握
し
て
、
理
事
者
も
町
政
に
向

か
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
が
、

そ
の
認
識
に
つ
い
て
。

　

ま
た
、
青
い
池
駐
車
場
に
つ
い

て
は
、
も
う
少
し
お
金
を
か
け
て

設
置
す
る
こ
と
が
解
決
策
に
な
る

か
と
思
い
ま
す
が
ど
う
考
え
ま
す

か
。

今
瀧
総
務
課
長

①
法
人
事
業
税
交
付
金
の
増
額
要

因
に
つ
い
て
は
、
法
人
事
業
税
の

総
額
が
年
々
上
昇
し
て
い
る
こ

と
、
税
制
改
革
に
よ
り
令
和
２
年

度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
税
制
で
、

事
業
者
数
割
が
算
定
根
拠
に
入

り
、
そ
の
ウ
エ
イ
ト
が
増
え
た
こ

と
で
法
人
事
業
税
交
付
金
が
増
え

た
も
の
と
推
察
し
て
い
ま
す
。

髙
島
商
工
観
光
交
流
課
長

①
青
い
池
駐
車
場
の
管
理
に
つ
い

て
甘
い
部
分
が
あ
っ
た
と
反
省
し

て
お
り
、
注
意
し
て
運
営
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

看
板
と
ラ
ミ
ネ
ー
ト
し
た
も
の
の

掲
示
等
、
見
栄
え
の
良
く
な
い
部

分
も
あ
り
、
今
後
は
統
一
し
た
看

板
で
利
用
者
に
ご
理
解
い
た
だ
け

る
よ
う
、
整
理
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

角
和
町
長

②
法
人
事
業
税
交
付
金
に
つ
い
て

は
、
よ
り
一
層
の
町
内
経
済
の
実

態
把
握
に
努
め
て
い
き
、
改
善
、

発
展
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
青
い
池
駐

車
場
周
辺
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

は
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
、
景
観

に
配
慮
し
た
美
し
い
も
の
に
し
て

い
き
、
使
用
料
の
使
途
を
よ
り
明

確
化
し
て
理
解
を
得
る
こ
と
も
進

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

青
田
議
員　
　
　
　
　
　
　
　

　

電
子
地
域
通
貨
行
政
ポ
イ
ン
ト

事
業
の
繰
越
明
許
費
に
つ
い
て
、

今
回
の
繰
越
明
許
に
至
っ
た
理
由

と
ど
の
事
業
な
の
か
そ
の
内
訳
に

つ
い
て
。　

今
瀧
総
務
課
長

　

主
な
も
の
と
し
て
、
移
住
対

策
で
の
テ
レ
ワ
ー
ク
事
業
の
際

に
Ｂ
ｅ
コ
イ
ン
を
付
与
す
る
事

業
に
対
し
１
７
７
万
８
０
０
０

円
、
チ
ャ
ー
ジ
金
に
つ
い
て
は

１
２
１
万
１
０
０
０
円
、
そ
の
他

に
つ
い
て
は
行
政
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ポ
イ
ン
ト
で
繰
り
越
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
議
案
第
２
号　

令
和
４
年
度
美

瑛
町
老
人
保
健
施
設
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

要
旨　

令
和
４
年
度
美
瑛
町
老
人

保
健
施
設
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）
を
地
方
自
治
法
の

規
定
に
基
づ
き
専
決
処
分
し
た
の

で
、
議
会
の
承
認
を
求
め
る
も
の

で
す
。

　

基
金
に
お
け
る
預
金
利
子
の
計

上
と
こ
れ
に
伴
う
基
金
積
立
金
を

増
額
す
る
も
の
で
す
。

専
決
処
分
年
月
日

　

令
和
５
年
３
月
31
日

●
議
案
第
３
号　

令
和
５
年
度
美

瑛
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

要
旨　

令
和
５
年
度
美
瑛
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
を
地

方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き
専
決

処
分
し
た
の
で
、
議
会
の
承
認
を

求
め
る
も
の
で
す
。

　

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
す

る
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給

付
金
等
の
追
加
で
す
。

専
決
処
分
年
月
日

　

令
和
５
年
４
月
27
日

●
議
案
第
４
号　

監
査
委
員
の
選

任趣
旨　

美
瑛
町
監
査
委
員
の
選
任

に
あ
た
り
、
議
会
の
同
意
を
求
め

る
も
の
で
す
。

住
所　

字
朗
根
内

氏
名　

谷　

本　

憲　

一

　

今
号
は
、
改
選
後
初
め
て
の

議
会
報
で
す
。
議
会
構
成
な
ど

に
つ
い
て
、
い
ち
早
く
皆
さ
ん

に
お
知
ら
せ
す
る
た
め
「
広
報

び
え
い
」
合
併
号
と
し
ま
し
た

の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

　

議
会
報
特
別
委
員
会

　
　

委 

員 

長　

青
田　

知
史

　
　

副
委
員
長　

白
石　

久
代

　
　

委　
　

員　

坂
田　

昌
則

　
　

委　
　

員　

谷
本　

憲
一

　

人
事
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　青田　知史

「知る」「考える」「町政を

自分事とする」疑問を持ち、

広く情報を集め、深く考え、

議論し合える仲間を増やし

て行きたい。

商工会役員、農業委員、社

会福祉法人の経営などの経

験を活かして、町民の幸福

度向上と持続可能なまちづ

くりのために邁進します。

　武田　信玄

　桑谷　　覺

４期目を迎え子供たちに何

を残し何を伝え、そしてま

ちづくりの礎となりました

高齢者が安全安心に暮らせ

るまちづくりに尽力します。

　八木　幹男

「自治基本条例」の制定に

ついて携わった経験を活か

し、町民の声を町政に届け、

町民主体の未来につなぐま

ちづくりを目指します。

　保田　　仁

会議中いびきをかく居眠り

議員、言論の自由への弾圧、

濃密な馴れ合いと隠蔽体質

…。町民の「知る権利」を

守り、真実を伝えます。

　高田　紀子

やさしさと活力あふれるま

ちをつくるため、町民の思

いをしっかりと行政に届け

るよう、精一杯取り組んで

まいります。

　京屋　愛子

町のためにひたむきにがん

ばります！分かりやすく親

しまれる議会報づくりにも

一生懸命取り組みます。皆

様の声をお寄せください！

　興梠　勝也

地域のため、また、厳しい

農業環境の改善のために４

年間努力していきます。地

域、農業が良くなれば必ず

美瑛町は発展します。

　白石　久代

コロナ禍からの経済、生活

の再生に係る課題解決の事

項には最優先に取り組み、

本分の行政監視機能を認識

し議会活動に努めます。

　山本　賢一

豊かな自然と地域資源に

よって暮らせる環境を維持

し、町民誰もが自分らしく

美瑛町にいつまでも暮らせ

るまちづくりに取り組みます。

　坂田　昌則

「丘のまちびえい」の特色を

活かし農商工観の連携を図

り更なる発展と町民の皆様

が安心して暮らせるまちづ

くりを目指してまいります。

　野村　祐司

町民（地域）一人一人の声

を大切に受け止め、町政に

届けていきたいと思います。

今後ともよろしくお願いし

ます。

　杉山　勝雄

議会に戻りました。なので、

町民目線で活動できるのが

利点かな。暮らしも経済も

大変なだけに国の下請けで

はダメ、闘わなくては。

　谷本　憲一

「地域づくり、福祉政策」を

促進するため、町民に問い

かけ「住んでも、訪れても、

働いても」良し、の町づく

りを提言していく。
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